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(4）一一

妙輪寺 のさるすべり
じりじりと皮筒を焦がすような炎天下、 そよりとも風の動か

ぬひるさがり。

多くの巨木が立ち説ぶ山内に、とこを先途とI(尽きしげく蝉の

声うっそうと緑ー色の一角に、とれはまた、全校に真紅の花を

つけた大さるすべりの盗は、満開時の央竹挑とともに、まこと

盛夏の風物詩そのものである。

法光山妙輪寺山内左手にある大さるすべりは、根回り 2メー

トノレ余、地上 1メートノレ付近から周囲 1メートfレ内外の三本の

巨枝に分かれ、樹高7～8メートノレに達して四万に合惑に多く

の枝を拡げ花をつけている。

妙輪寺は！f保二年に、元屋敷～下横尾を経て現在地に建立さ

れたもので、ζのさるすべりは、当時、寺院形成に必要な、他の樹

木と共に植樹栽培されたものと思われる。従って樹齢350年ぐ

らいと縫定されるが、既に昭和42年12月、町文化財調査委員

会の副申によって、町の記念物として指定を受け保護されてい

る。

なお、今春本立焼突の際周辺の鴎木も相当医害を受けたが、

乙のざるすべりは、幸い難を免がれたものの、多少の影響を受

けたものと！どわれ、加えて天1民不舶のせいもあってか、本1fは

花組少なく、さらにflfHtも.i1豆れfi:i!：の凡‘）fなiJ日佑ぶりは望むべ

きもないようだ。

ざるすべりは＊ll邑で、みそはぎ科に！1五ずる治京高木のなかま

であるが、樹!j',!が ~11も色でつるつるした光引があり、 ；＼｛~もすべ

り洛ちるようなようすからζの円がつりられたものである。

との木はlドL~ I将却がl>;i肢で、 出包では白日制、 あるいは紫飯

ともよばれ、本店では U月中旬tHから次々とttを咲かせ、その

花期の長いと乙ろから 「13自主［！と名づけられたといわれてい

る。

種縞によっては、秋に咲くものもあり、｛どのl’！いのもある。

樹幹はそのまま!ff(いては位として珍弔されるが、1「！：民の床の間

には縁の速いものらしい。

真壁、 この｛七の満開の閥、山内に－· ~＜ I琶を踏み入れるや、混

界にパッとひろがる真紅のざるすべりの花は、！翌！五の象徴とし

て映るばかりでなく巨木のただすまいとともに、 さながら不動

明王の火焔にも似て、 一軒！の踊（·~さえもただよわせている。
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を

変
に
な
る
と
掛
ぎ
か
ら、

宇」

3
4

i
y
’

3
開
放
的
な
生
活
に
な
り
が
ち

－M
p．1
一
で
す
。
ま
た
体
の
だ
る
さ
と

た

制

限

気
の
ゆ
る
み
か
ら
お
き
や
す

す

で

い

犯

罪
も
あ
り
ま
す
。

過

去

そ

れ
に
ζ
ど
も
た
ち
は
度
休

pr
？
ー
み
に
な
る
と
学
校
生
活
か
ら

む

ん

解

放

さ

れ

非

行
に
走
り
や
す

－、
d

’A
F

い
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

、パ

a

警
察
で
は
、
性
犯
罪
予
防

汁

め

い

わ

く

行
為
追
放
、
少
年

足

オ

の

非

行

の

防

止
な
ど
宇
佐
重
点

と
し
て
七
月
十
五
日
か
ら
八
月
末
ま
で
の

問
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
「
－
昆
の
防
犯
運
動
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

家
庭
で
も
楽
し
い
夏
を
過
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。
性
犯
罪
か
ら
身
を
守
ろ
う

夏
の
犯
罪
と
い
え
ば
す
ぐ
顕
に
浮
か
ぶ

の
は
性
犯
罪
で
す
。
昨
年
県
内
で
一
九
九

件
、
駅
東
地
区
で
も
七
件
の
性
犯
罪
が
発

生
し
、
七
月
、
八
月
に
最
も
多
く
お
き
て

い
ま
す
。
最
近
の
性
犯
罪
の
特
徴
は
、
自

動
車
を
利
用
す
る
も
の
が
多
く
、
甘
い
こ

と
ば
で
誘
い
出
し
た
り
、
数
人
で
女
性
を

強
引
に
自
動
車
に
乗
せ
、
人
通
り
の
少
な

い
場
所
で
乱
暴
す
る
悪
質
な
も
の
が
多
く

な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
用
心
し
ま
し
ょ
う
。

(3) 

あ
な
た
を
守
る
十
戒

・
男
心
を
ち
ょ
う
発
す
る
よ
う
な
服
装

や
態
度
を
と
ら
な
い
。

知
ら
な
い
相
手
の
甘
い
誘
い
に
の
ら

な
い
。
取
は
銑
の
航
、
絶
対
の
っ
て
は

な
ら
な
い
。

相
手
が
顔
見
知
り
で
あ
っ
て
も
決
し

て
油
断
し
な
い
。

－

夜

道
の
一
人
歩
き
を
つ
つ
し
む
。
法

M
り
で
も
明
る
い
道
を
通
る
。

映
画
、
お
祭
り
、
催
し
も
の
に
は
、

家
族
と
一
諸
に
行
く
。

い
た
ず
ら
す
る
者
に
は
、
的
リ
試
を
出

し
て
強
く
た
し
な
め
る
。

外
で
も
家
で
も
身
な
り
は
き
ち
ん
と

し
て
い
る
。
浴
室
、
寝
室
な
ど
の
窓
を

む
や
み
に
開
成
し
な
い
。

日
中
で
も
、

人
里
は
な
れ
た
さ
び
し

い
所
に
は
一
人
で
い
か
な
い
。

幼
い
乙
ど
も
や
年
寄
り
も
ね
ら
わ
れ

る
と
と
が
あ
る
か
ら
用
心
す
る
。

い
た
ず
ら
さ
れ
そ
う
な
と
き
は
、
大

声
合
あ
け
て
近
く
の
人
に
扱
い
を
も
と

め
る
と
か
、
ス
キ
を
み
て
逃
げ
る
。

。
め
い
わ
く
行
為
追
放

盆
お
と
り
、
帰
水
市
場
、
キ
ャ
ン
プ
喝

な
ど
人
の
出
入
り
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、

チ
ン
ピ
ラ
が
慣
行
し
、
y
ゆ
す
り
6

0

た

か
り
グ
グ
い
や
が
ら
せ
ん
げ
を
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
注
滋
す
る
。

お
ど
り
場
、

キ
マ
ン
プ
場
な
ど
の
付

近
は
明
る
く
す
る
。

い
い
が
か
り
の
相
手
に
な
ら
な
い
。

欝
成
員
を
な
る
べ
く
多
く
す
る
。

小
さ
な
被
害
で
も
雫
く
欝
察
に
連
絡

す
る
。

女
性
や
ζ

ど
も
は
、
な
る
べ
く
阜
く

明
る
い
道
宇
佐
通
っ
て
川
七
す
る

。
少
年
の
非
行
を
ふ
せ
ご
う

出
足
休
み
は
学
校
作
活
か
ら
榊
脱
さ
れ
、

生
活
が
不
規
則
と
な
り
、
ル
刑
竹
に
わ
応
り
や

す
い
時
期
で
す
か
ら
家
抵
で
は
円
分
間
以

し
て
く
だ
さ
い
。

H
削
怖
と
，
十
の
対
話
が
あ
る
哨
る
い
家
凶
．
つ

く
り
1リ仏

』
費
以
上
に
こ
づ
か
い
叫
を
リ
え
忽

、。
－
L
V
 

買
い
与
え
た
お
ぼ
え
の
な
い
品
物
を

持
っ
て
い
芯
い
か
た
し
た
め
る
。

夜
遊
び
さ
せ
な
い
。

不
此
じ
み
た
少
作
と
ぷ
必
に
な
っ
て

い
な
い
か
注
意
し
て
み
る
。

円
ノ

1
1
イ
E

ポ
ク
ラ
の
分
校
に
も

．
ア
ー
ル
が
で
き
た
よ
／

務
蛭
谷
分
校
に

り
っ
ぱ
な
ミ
ニ
プ
ー
ル
務

朝
日
町
山
村
振
興
の

一
つ
と
し
て
、
地

元
関
係
の
熱
心
な
協
力
の
も
と
峰
め
ら
れ

て
い
た
蛭
谷
分
校
プ
l
y
建
設
工
明
は
こ

の
ほ
ど
完
成
。
じ
月
十
一
．
日
完
工
式
プ
l

h

川
崎
き
の
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

プ

l

N
聞
き
は
中
川
町
長
の
テ
1
プ
人
以
に

は
じ
ま
り
明
日
町
議
会
議
民
側
弁
栄
氏
の

初
蹴
ぎ
朝
日
町
体
協
州
事
長
米
任
敏
夫
氏

の
棋
砲
泳
法
の
披
一
絡
が
あ
っ
て
こ
の
あ
と

児
童
た
ち
の
初
ゅ
の
ぎ
を
行
な
い
終
了
し
ま

し
た
。乙

の
ア
ー
ル
は
巾
八
米
、
長
さ

一
五
米

の
小
形
プ
ー
ル
で
す
が
、
浄
化
棚
、

臨
批

階
、
シ
ャ
ワ
ー
装
置
な
ど
付
属
設
備
が
完

備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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川
に
わ
た
り
、

教

育

L1
ン
フ
指
持
者

講
山
中
川
所
」
を
開
設
し
て
、
縫
合
な
野
外
活

動
を
辿
一
昨
日で
き
る
指
4
者
の
門
成
に
初
め

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
に
、
広
い
守
一
崩
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
さ
、
す
ば

ら
し
さ
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
乙
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
野
外
活
動
を
振
興
さ
せ
、
肢

か
な
人
間
づ
く
り
、
よ
り
高
い
健
版
、
体

刀
．
つ
く
り
へ
の
志
向
と
実
践
を
め
ざ
そ
う

と
い
う
ね
ら
い
の
も
と
に
「
教
育
キ
ャ
ン

プ
大
会
」
と
銘
打
っ
て
開
催
し
た
も
の
で

す。
キ
中
ン
プ
最
盛
期
と
あ
っ
て
、
県
内
外

か
ら
の
キ
ヤ
ン
バ

l
で
に
ぎ
わ
う
中
、
規

律
正
し
い
閉
体
活
動
の
も
と
、
設
常
に
、

炊
事
に
、
き
び
し
い
中
に
も
業
し
い
共
同

生
活
を
庶
民
関
、
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア

ー
で
は
、
厳
粛
な
儀
式
と
楽
し
い
趣
向
に

感
動
の
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
、
恵
ま
れ
た

天
候
の
中
、
最
適
な
キ
ャ
ン
プ
大
会
で
し

た
。来

任
度
か
ら
は
、
一舟
び
、
指
導
者
養
成

の
た
め
の
「
キ
ャ
ン
プ
講
習
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

ハ
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
i
の
風
景
〉

F
D
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第
十
八
回

郡
民
体
育
大
会

（
七
川
三
日
、
凶
リ
、
十

一
日

下
京
月
町
、
明

日
町
）

陸
上
麓
技

（
中
学
）

。
男
子
マ
四
百
米
①
田
中

博
明
〈
削
）

主
一
千
米
①
野
村
昇

（
小
川
）
V
花
山

と
び
①
仮
本
附
鉱
（
小
川
）

マ
砲
丸
投

①
大
口
敏
雄
（
小
川
〉

V
搾
店
と
び
①

加
諜
仰
作
（
伯
）
①
浜
山
山
述
（
伯
）

O
K
子
V
八
十
米
ハ
i
ド
N
①
勝
川
郎
氏

滋
〈
泊
）

V
阿
口
米
リ
ν

l
①
前
中
チ

i
’一
マ
必
商
と
ぴ
①
小
沢
正
子
（
泊）

マ
砲
丸
投
①
鍛
治
川
晴
美
（
小
川
）

マ
男
子
総
合
①
泊
中

マ
拐
女
総
合
①
洞
中

体
像
鹿
按

（
中
学
）

体協だ

ひさ

〈
ニ
市
一
郡
中
学
駅
伝
競
争
V

あ（駒話益金易耕）第192号

。
男
子
団
体
①
泊
中

。
女
子
マ
庶
運
動
①
古
田
随
一
十
（
附
）

①
秋
山
幸
子
（
泊
｝
平
均
台
①
吉
岡
山
μ

子
（
泊
）

①
秋
山
幸
子
（
泊
）
①
伊
様

相
子
（
伯
）
マ
と
び
箱
①
門
出
直
子
（

泊
）
マ
個
人
総
合
①
吉
田
民
子
〈
川
）

マ
団
体
①
泊
中

野

球。
中
学
①
泊
中

。

一
般
①
三
木
ク
ラ
ブ
、
宮
崎
ク
ラ
プ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

。

一
般
女
子
①
日
決
紡

卓

球。
中
学
山
子
団
体
①
泊
中

。
中
学
友
子
①
際
明
美
（
伯
）

。
中
学
作弘
子
同
体
①
小
川
中

。

一
般
叫
子
①
水
山
一
反
①
小
杉
什
旧
来

。

一
般
女
子
①
上
島
幸
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

O
中
学
女
子
①
小
川
中

。
一
般
男
子
①
朝
日
ク
ラ
ブ

。

一
般
友
子
①
日
東
紡

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

0
・中
学
男
子
①
泊
中

。
中
学
女
子
①
小
川
中
①
，
削
中

。
一

般
男
子
①
伯
ク
ラ
プ

。

一
般
女
子
①
泊
ク
一フ
プ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

。
中
学
女
子
①
泊
中

柔

道〈〉

一
般
①
明
日
柔
道
ク
ラ
ブ

剣

道。
中
学
①
畑
中

軟
式
庭
球

。

一
般
関
子
①
坂
東
正
商
・
永
井
E
博

組
①
橋
本
長
次
郎

・
楊
局
保
一
組

水
泳
餓
按

六
月
二
十
七
日
明
日
町
砂
川

フ
1

W

O
中
学
児
子
マ
四
一白
米
メ
ド
レ
ー
リ

ν

1
①
，削
中
V
四
一
白
米
自
巾
盟
①
森
島
市

（
泊
）
①
内
回
金
木
郎
（
泊
）
マ
ロ
米

自
由
型
①
河
村
浩
（
泊
〉
①
間
地
議
治

（
泊
〉
マ
二
百
米
平
泳
①
中
凶
紫
（
伯

）
マ
二
百
米
自
由
型
①
谷
栄

一
（削）

ハ
婦
人
球
技
大
会
風
景
〉

①
内
間
金
太
郎

（
泊
）
マ
百
米
背
泳
①

河
村
出
（
泊
）
マ
百
米
平
泳
①
中
島
繁

（
泊
）
マ
八
百
米
リ
レ
1
①
泊
出

第
二
十
一
回

ニ
市
一
郡
中
学
駅
伝
競
争

（
七
月

一日）

。
小
川
中
A
チ
l
ム

第
三
回
婦
人
球
技
大
会

（七
月
十
一
日
泊
中
）

〈〉
バ
レ
l
ボ
l
N

①
伯
A
①
大
家
陀
B

O
単
球

①
泊
B
①
泊
A

〈〉
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

①
れ
A
①
泊
B

朝
日
パ
レ

l
ク
ラ
ブ
が
全
日
本

選
手
権
大
会
へ

九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
般
山
女
全
日

本
総
会
選
手
権
大
会
問
山
県
予
選
が
、
七

月
十
八
日
、
福
野
町
体
育
館
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
当
大
会
に
出
場
し
た
朝
日
パ

ν
i
ポ
i
w
ク
ラ
ブ
は
、
み
ご
と
優
勝
を

と
げ
、
八
月
こ
す
五
日
か
ら
栃
木
県
宇
都

宮
市
で
行
な
わ
れ
る
全
日
本
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

八
決
勝
戦
V

朝
日
ク
2

（一UO一二
菱
ア
セ
テ
｜
卜

体
協
八
月
の
行
事
予
定

八
月
十
．一
日
第
十
回
田
町
民
水
泳
大
会

兼
第
三
由
小
巾
学
校
水
泳

記
録
会
（
町
岱
プ
l

N
）

第
十
七
凶
町
民
野
球
大
会

（
小
丸
山

・
泊
小
）

第
十
八
川
少
年
好
球
大

会
（
小
丸
山

・
泊
中
）

ト
ト
ιf
Fト

八
月
十
丘
日

八
川
二
十
四
日

ス
穴
l
y

川
淵

コ
1
7ー

体
力
づ
く
り
事
業

各
地
域
で
行
な
わ
れ
る

寸
ス

ポ

ー

ツ

教

室

」

「
つ

ぎ

つ

ぎ

開

催

l
一

体
力
一
つ
く
り
事
業
の

一
環
と
し
て
、
建

築
業
組
合
の
訓
練
生
を
対
象
に
し
た
ス
ポ

ー
ツ
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
、
笹
川
小
学
校
で
笹
川
地
区
婦
人
層

を
泊
中
学
校
で
朝
日
町
中
央
段
協
職
員
を

そ
れ
ぞ
れ
対
象
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（

と
も
に
バ
ν
1ポ
ー
ル
）

が
開
講
さ
れ、

受
講
生
た
ち
は
展
開
の
疲
れ
も
忘
れ
、
制

心
に
受
講
し
て
い
ま
す
。
な
お
中
央
股
協

臓
員
を
対
象
と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
収

球
も
こ
の
あ
と
計
画
さ
れ
て
い
ま
す。

「
金
山
地
区
で

体
力
づ
く
り
教
室
開
講
」

金
山
地
区
で
は
体
力
づ
く
り
教
室
が
開

r
O
4
・nu

融
さ
れ
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
簡

易
体
力
テ
久
卜
で
自
分
の
体
力
を
試
し
た

り
’、
家
族
同
志
で
簡
単
に
で
き
る
マ
ッ
サ

ー
ジ
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

乙
の
あ
と
大
家
店
地
区
の
疾
病
の
実
態

に
つ
い
て
や
毎
日
の
食
生
活
に
つ
い
て
、

家
族
で
で
き
る
室
内
ゲ
1
ム
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
成
果
の
あ
っ
た

学
童
水
泳
教
室
」

町
営
プ

l
wを
は
じ
め
、
町
内
の
各
プ

ー
ル
で
は
、
小
学
校
高
学
年
の
詠
げ
な
い

児
放
を
対
象
に
し
た
学
童
水
泳
教
室
が
行

な
わ
れ
、
こ
わ
ご
わ
プ
1
W
に
入
っ
て
い

た
児
也
も
、
ど
う
に
か

一
米
担
泳
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
犬
か
さ
し
か
で
き
な
か

っ
た
児
電
が
平
泳
ぎ
や
ク
ロ
ー
ル
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
な
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
。

八
金
山
地
区
体
力
づ
く
り
教
室
の
ひ
と

コ
マ
〉

』、
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疲とと理あ主 況の働わ慢くで健を 体しす し － ~・ あ 農
労しし 者主 る 婦 そ を主対普る性な回康 一表 4 よれい・）疲てが私非や 良 満 て 項 自 一千 万丈

と て てで婦 と のの 調 婦 策 及 け の り 復 休 日 わ La・活労怠疲た常ゃい点 図 く目覚 B ：：休家
な毎妻あのい 80 経査 35 事所で蓄 、 しでのし 可医~·；~；計性労ちに疲 表だ五症の人 当生 ト
つ 日とるみう%過し 人 業 で す 積 身 に す疲て 出Jセの、のは疲れ 別さ点状疲の 賓 と

Z君主三f~~~iB 完結。葬管 i ぞ会す &jj 型軽量望号示 替口 €~fl 場 と ぎ
てな、い ん で中いま象な年 （もて疲ーま I~＼＼器のを波いる A てると 合の働！
きさ勤うはすやえしにいあ 農 故、れ Iぬす τ~%／をき知労る さ ー ものは~， ；：.~ 
てっ労自 「 。やるた八、る 夫 障動がで。 ¥l主主主．使きると 九三 ん 五 の 程 v・ ＿， 、乙
いて者覚私 疲乙。カそ地 症 が作た回 向竺弘行：可用と｝い ロ ロ の Oに 1：！！＇乙 ー
るいとのは れと 月 の 区 ）起やま復 位川ふ’dしりつ つ全 土 工 一 朝 点 o~ぅ ブ
わるしも家 たは 問 中 で にり判るす じよさーマ く て 調 の て 点 完 史 き で か印 でン

宅整 Z 主警護委審言受 ~i緊ゴ 酒；f~：！； ~ ~ i.守宅i・i＇点完結すス
すが婦母管 にの 状家労 がい鈍脱は ？き守二度人とま でで 点け カミ

／温I正しー
ゅ のて平丈 (3) (2) (1）。 宣~；J' (5) (4) (3) (2) (1）み ・
と定心あ気夫高搭 らーレにす毎く八十 早 と 』ー付＜；タつ時家作もと三け同重に楽ま疲
り期が わでなめれん家ク 。る日寝時分くめ 大湯：ff：ミり問事業よる時なじいあしし労
の 健けて無時まをやそり 。短る聞な疲る f 山梨！ンあとは 1時い。聞い姿仕わくよを
あ 康が る理はすい ゲ ろ エ 仕い乙以眠れ o 丈 似； B いす家間 〉 （に。勢事せ働 う感

亀露奇音量息 0 f LぞL京間会長眠Z 夫続二2宅察史 話雇 2毒三i。長
~ ~＼子も~~官 2 五；でご覧 ~g で ：主流 g ~店長~ ：住宅局
す~ 0 震主管~；：努議室 E 自~~ すf萩返さま 片品 民主語言毛 主
まけ な 病 無 生が楽中後回を合工 かは引 ； の 活 問 に 操 程 閣 組 身 を
し 、 時気関 活でし明 との き め夫 ........ > ..補、時と を度以み 体工
よ健のに Jl,＼ 意すいる就入めて 給特間めす休上合の夫
う康普なで欲かだく j末浴て ー にに 1るる荏！っ せ 調 し
。で段つ 、を。ん 、 前を尽日 つピ玉。のをづるチて

農
夫
症
の
予
防
は
こ
う
し
て

ひさあ（野蓄量産量詞）第192号(5) 

あなたの 1日の疲れ具合は

一日の終わりに調べたAさんの例

あなたもはかつて

みませんか

Aさんの例の判定 義多

①十①＋①＝

25+40+ 25=90，点
判定・－－ーやや疲れている

。
むな苦しい

ηノ
』

内

d
U
A砧r

民

J
p
b
71
n
o

。
。

ロカサユばる

表 2 精 神 的な疲れ

頭がぼんやりする

顕がのぼせる

考えがまとまらない

考えるのがいやになる 0 
3. 一人でいたい 話をするのがいやに

なる 0 
いらいらする

ねむくなる

気がちる

仕事をするのに気乗りがしない

一寸したととが思い出せない

どわすれする

することに自信がない

するととにまちがいが多い

物事が気にかかる

物事が心配になる

計 （ある……ー…O日！の数）

5点× 8項 ＝ 40点

表 3 神経感覚的な疲れ

目がつかれる自がかすむ

目がちらちらする

自がしぶい 目がかわく

手足がおもうように即jかない

足もとがたよりない

ふらつく

あじがかわる

においがはなにつく

6. めまいがする

7. まぶたやその他の筋がびくびくする

8. 耳がi宝くなる 耳なりがする

10. きち・んとしていられない

言1・ （ある……......o印の数）

て① 5点× 5項 ＝ 25点

~引くきいロ蒙
ミ亘書買

。
2. 

主

援護
0
0
0
 。
。

AU
T
Rd
p
o
7
P
R
U
 

9. 

10. 

戸時ょ

8 

0
0
0
 

勺
ζ

q

d

a
u寸

€~＼.'JJ 。

0 
5 

5. 
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一
家
庭
で
で
き
る

…

S
E
R
a
i
i
jR
i向
。針
。42…

(6) 

し

イ〉

か

ひ

私
た
ち
nu
ま
わ
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

突
発
的
な
で
き
ご
と
が
あ
り
、
．
恥
臥
川
酬
の
手

均
一一
て
を
受
け
る
ま
で
の
応
急
処
刑
仰
を
し
な

け
れ
は
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
と
き

あ
わ
て
て
は
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
結

栄
を
招
く
ζ

と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
予
附
知
減
も
必
要
で
す
。
雄
れ
で

も
で
き
る
ル
内
心
地
附
を
心
似
て
お
き
ま
し

ょ－
J
O

－
脳
掌
中

。小
作
以
上
の
高
山
正
の
人
に

多
く
、
な
に
む
減
が
な
く
な
り
、
聞
は

赤
く
、
脈

は
ゆ
っ
く

η
、
M
け
倣
は
探

く
、
時
に
は
い
び
き
を
か
き
ま
す
。

処
世
！
絶
対
安
静
。
動
か
し
た
り
、
刺
激

を
与
え
な
い
ζ

と
が
大
切
で
、
倒
れ
た

盗
勢
が
き
ゅ
う
く
つ
な
と
き
、
細
心
の

注
怠
を
し
て
次
期
を
ゆ
る
め
ま
す
。

頭
部
は
や
や
高
め
に
、
似
川
す
る
時
は

叶
物
を
誤
つ
て
の
み
乙
ま
な
い
よ
う
に

顔
は
横
山
け
に
秘
か
せ
ま
す
。
副
部
を

冷
や
し
手
足
は
拙
く
し
ま
す
。

グ
日
射
病
、
黙
射
病
H

H
M
の
料
い
胞
射
日

光
や
、
内
問
、
多
出
の
場
に
な
が
く
い

た
た
め
、
川
・き
け
、
副
・
揃
を
訴
え
、
．
加

は
赤
く
な
り
、
呼
吸
倒
慨
を
お
こ
し
た

り
、
れ
見
分
が
磁
く
な
っ
て
倒
れ
た
り
し

ま
す
。

処
阻
l
M
除
で
、
風
通
し
の
よ
い
尉
所
を

選
び
、
あ
お
向
け
に
し
て
．
耐
を
高
く
迎

か
せ
衣
類
を
ゆ
る
め
る
。
顕
や
胸
を
ひ

や
し
・
意
識
が
凹
御
し
た
ら
冷
た
い
も
の

を
飲
ま
せ
ま
す
。

⑤
脳
貧
血
H
制
の
山
川
被
の
流
れ
が
一
時
的

に
た
り
な
く
な
り
、
川
き
け
、
ひ
や
行

な
ど
を
伴
っ
て
失
神
し
ま
す
。

処
回
l
あ
お
向
け
に
寝
か
せ
．踊
を
低
く
す

る
。
意
識
が
回
復
し
た
ら
、
お
茶
や
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
与
え
ま
す
。

さあ

あ

ず

わ

て

＠
傷
を
つ
け
た
H
汁
血
す
る
こ
と
が
先
決

で
す
。

処
世

l
出
血
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
場
合
、
そ
の
部
分
を
い力
l
七

な
ど
で
数
分
間
圧
迫
す
れ
ば
止
ま
り
ま

す
。
し
か
し
圧
迫
し
て
も
止
血
せ
ず
、

が
ー
ゼ
の
上
に
に
じ
み
で
た
り
、
ホ
タ

ホ
タ
流
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
似
よ
り

心
臓
に
近
い
と
こ
ろ
の
動
脈
を
付
に
・
川

っ
て
指
で
強
く
お
さ
え
ま
す
。
犯
な
ど

で
よ
ご
れ
た
協
の
場
合
は
、
水
で
よ
く

洗
い
流
し
て
か
ら
手
当
て
を
し
ま
す
。

ま
た
、
刺
し
簡
な
ど
は
、
似
が
深
い
場

合
が
あ
り
、
細
菌
の
感
染
が
多
い
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

④
や
け
ど

H
程
度
に
よ
り
三
つ
の
段
附
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

第
一
度
・
：
民
間
の
表
面
が
赤
く
な
り
、
ひ

り
ひ
り
す
る
脱
皮
。

第
二
度
：
・
氷
ぶ
く
れ
が
で
き
て
激
し
く
・
何

む。
第
三
位
：
・
民
闘
が
た
だ
れ
、
組
織
の
一
部

が
死
滅
す
る
。

処
蹴
l
椴
本
的
な
治
僚
は
医
師
が
行
・
つ
が

そ
れ
ま
で
の
手
当
て
と
し
て
は
、
衣
知

が
く
っ
つ
い
て
い
る
時
は
、
そ
の
ま
ま

水
に
つ
け
る
。
ひ
や
し
た
あ
と
、
仰
ぐ

ち
に
感
肢
が
起
乙
ら
な
い
よ
う
附
蹴
な

ガ
ー
ゼ
を
あ
て
て
病
院
へ
迎
ぶ
。
眠
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
消
潔
な
手
ユ

l
ブ
入

り
ワ
セ
リ
ン
や
ゼ
リ
ー
を
ぬ
っ
て
お
く

の
も
よ
い
。
第

一
度
で
も
か
ら
だ
の
広

範
聞
の
部
分
が
や
ら
れ
た
と
き
は
、
摘

み
と
水
分
を
失
っ
て
い
る
た
め
、

シ
a

ッ
ク
症
状
を
お
と
し
や
す
く
危
険
で
す

か
ら
、
充
分
注
意
が
必
要
で
す
。
水
分

の
補
給
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
。

商品性の高い米作り運動実主主己
胴；抑lれは、急激な乾燥、！政砲が原闘であり、メii
り巡れとハサ干の夕立、 地干の夜ツユ、’；~臨機で
は、高温熱風、過乾燥が現閣となっております。

2. 玄米水分15%の適正砥燥で過舵換の防止

過乾燥で陥下げされ出荷出来ない米もありまし

た。本年は玄米泣く分15%で出荷します。

水分をすくなくすると、乾燥時間は長くかか

り、 1%多く乾すと 1f表当り 7009-の顕であり、

て！〈分14%以下では胴;5ljれも多く発生します。

水分過少は、生産者、業者、消岱者、：！~良いと
乙ろはありません。

この~JiJI：のため、水分検定慌を活fl]し、乾燥鴎

出版いのj直正で、 ti：. ~二げ乾伎は、 15 .5%とします
と、 0.5%は余熱乾燥で15%となります。

その他謝丘では、くず米の除去、異物の除去、

肌づれ肋・止と量日の確保向一化が、明日町生産の

jH{1lliを尚め、~との基地としての基舵を作る事にな
るのです。十分注慈して商品性の向い米作りに脱j

みましょうの

小；'ifの稲作は、泊代lPlの低出で出不足、問えいた

みなどで、 止I：~はj鹿れておりましたがその後の商

品lにより、 生向は‘ド年放となり、出総j別は2～3日
似甲.a:・り、メlj取りも早まるものと予想1されます。

~の品問向上は、稲作の的、いから始まります。

，，：肖の健全化を.nる、~~！肥、 ~IJ巴で捻実と恨の機
能をよくし、ド~の村i上りを防ぎます。
』〈、 t1ii；旬以削除の徹氏を.tiると共に、傾隙llJJまで

に｜切除を終わるようにし、特にウンカ野iの~)jl徐の
撤収が必要です。

111ム't（の国では、県.ljJ,米・UJilじのため、昨年に引続

き、II 主iri定が火・IJt!!されます。水分のi\ii l· 、 ~I：制を

・II位（出世すれば、変吋しますから、コンバイン刈

の）；！，｝：守はnにほぶしてください。

昨年制日lllft'（米で品質の柏下げ製閃と、本年特

に泊；以の必叫なものをあげますとげくのようであり

ます。

1. 胴Illれの発生防止
1n::i・は、j也ご｜二、ノ、サ干の叫に：；，く先’l：しました。

保
育
所
の
設
備
向
上
に

．
温
い
寄
贈
の
数
々
圃

保
宵
所
の
幼
児
供
向
に
と
、

wい
の
々
々

か
ら
、
間
い
贈
り
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

紙
工
を
的
り
て
阿
く
お
仙
山
し
上
げ
ま
す

．
朝
日
町
蛭
谷
地
以
（
代
去
米
作
一
一
川
H

川
氏

）
か
ら
小
川
保
有
川
ヘ
ス
ヅ
J

ド
ヒ
ア

／
一
ム
ハ

プ
例
川
町
灯
山
由
利
利
山
子
氏
か
ら
桜
町

保
内
川
へ
似
－
UH

じ
－一円

F
I
－
－
f
l

－
－

t
l
・
；
：
、
ー

っ
w！
川
沿
ハ
－－
－J
U・山W
リ
川
以
カ
・
り

的
中
部
以
内
所
へ
附
伍
ハハ川

－九
州
一
・
山
・
間
以
内
川
一
ス
川
り
の
ん
・
二
台
長
一
同
抑

一
弘
氏

d

か
ら
一
川
1
・品川市’

η一地・ヘ
（ウ
り

i
午

し
に
ナ
一
什｝

自
衛
官
と

警
察
官
の
募
集

防
衛
庁
で
は
択
の
と
お
り
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

制
限
周
目
標
数

二
等
陸
士

四

十
二
名

二
容
福
士

九

名

二
M
G空

土

八

名

ω募
集
期
間

附
和
四
十
六
年
七
月
七
日
か
ら
昭

和
四
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で

同
採
用
試
験
の
期
日

昭
和
問
十
六
年
七
月
七
日
か
ら
昭

和
問
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
何

日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
。

ト

同
採
川
試
験
の
場
所

．． 

仙
…
神
山
市
大
町
五
十
五

白
山
附
隊
出
山
連
絡
部
総
…
部
分
恥
所

コせ

警

察

官

の
保
則
試
験
を
、

－D
よ
り
行
な
い
ま
す
ω

l

L
受
験
資
格

し

間
和
四
十
七
年
凶
月
十
日
現
在
で

3

十
八
才
以
上
二
十
八
中
イ
米
満
の
川
刀

J

子
2
M
M
川
予
定
人
白

川

富
山
県
警
務
官
の
保
問
予
定

人
U

ア

レ〈学

（川
間
十
八
を
除
く
）

－M
f
築

♂
ま
た
は
附
和
凶
十
七
作
三
川

ぶ
け
ま
で
に
不
能
す
る
け凡
込
み

の
も
の
十
れ

イ

山
花
γ
以
外
の
者
一
ニ
｜
ち

1£
付
問
問

川
内
．内ト
u
h
年
八
月
五
日
（
十
小
）

か
ら
け
則
州
十
火
山
九
月
・
．
一l
H

（
木
）
ま
で

4
h
ぷ
験
問
日
お
よ
ひ
品
川

ょ
．

次
ぷ
験

，U
判
凶
十
い
わ
年
十
月
三
U
（日）

J
川
J
A
2
f川－
M
に
お
ハ
．
・
て

っ
さ
に
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朝
日
町
児
童
ク
ラ
ブ
連
合
会
旗

鹿

熊

安

正

氏

寄

贈

ひ

拍
車
徴
飢
の
も
と
に
他
人
上
な
活
動
を
民
附

し
、
次
代
を
に
な
う
汀
一
派
な
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
と
、
川
明
円
町
山
武
ク一
7

プ
k
u
u

余
名
の
問
舶
を
象
徴
す
る
、

「
相
川
町
児

筑
ク
ブ
フ
迎
合
会
肌
」
が
、
朝
日
町
殿
町

即
時
宜
正
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
附
川
一

式
が
、
七
川
二
十
七
日
、
町
児
童
ク
ラ
ブ

野
球
大
会
の
閉
会
に
先
立
ち
、
的
中
学
校

体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た。

上
京
中
の
脱
熊
安
正
氏
に
代
わ
り
、
夫

人
の
手
か
』
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
代
表
者
に
連

合
会
旗
が
授
与
さ
れ、

ク
ラ
ブ
負
を
代
表

し
て
、
赤
川
児
童
ク
ラ
ブ
の
金
井
利
勝
者

が
、
「
乙
の
連
合
会
旗
に
恥
じ
な
い
よ
う

立
派
な
活
動
を
い
た
し
ま
す
。
」
と
お
仙

と
普
い
の
こ
と
ば
を
の
ベ
、
樹
立
式
を
終

り
ま
し
た
。

会
開
の
凶
奈
は
境
小
学
校
教
的
、

氷
山

持
凶
郎
氏
の
作
に
よ
る
も
の
で
、
川
仰
の
地

に
ア
ズ
キ
包
の
朝
日
町
の
マ
ー
ク
を
人
れ

(7) 

｜ーヒラメやカレイをつられた方は ； 
一一一おしらベください

M
M
減
品
川
ヒ
ラ
メ

・
カ
レ
イ
の

何
抑
制

muの
協
力
に
つ
い
て

日
本
獅
紋
地
漁
業
削
川
柳
賢
一
似
位
。
此
捌
従

の

一
蹴
と
し
て
、
筒
山
山
川
水
政
拭
験
場
が

ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
の
開
品
放
流
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
融
釣
り
な
ど
で
つ
ら

れ
た
場
合
、
水
一
肱
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

，‘．、。
－F

、・uw

一

、

版

流

場

所

氷

見
、
人
笹
川
合

二
、
報
告
事
項

・
再
揃
年
月
日
、
再
叩
場
所
、
一舟
州
漁

具
、
傑
撒
照
の
色
及
び
記
号
ナ
ン
パ

『
、
体
長
、

体
麗

三
、
再
抗
者
に
は
縛
謝
が
贈
呈
さ
れ
ま
す

小
に

「
児
」
と
合
刺
し
ゅ
う
を
胞
し
た
州

派
な
も
の
で
す
＝

鹿
熊
失
人
の
手
か
ら
授
与
さ
れ
る
児
童

ク
ラ
ブ
連
合
会
旗

t; 

町
営
請
負
契
約
の
所
管
事
務

川
バ
パ
川
れ
工
事
の
入
札
は
、
従
ド
米
外
判

引
l
ぷ
で

h
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四
凡

一
け

か
ら
合
州
財
政
却
で
こ
の
弔
問
会
行
な
っ

て
い
ま
す
c

町
営
請
負
工
事
の
入
礼
状
況

い
川
以
入
札
さ
れ
た
山
．hμ
川
以
卜
の
工
下

は
山
の
と
お
り
で
す
。

一
、
林
道
災
害
復
旧
工
事
（
作
附
山
内
総
）

γ
し

H
V
3
．
一、
川

J

じ
・｝

f
ド
川
d

I
t
－
－
I
F
，

f
，
｜
 

延
長

八

八

氷

山

川

二

・
じ
米

工

則

六

月
二
十
五
日
J
八
凡
一
一
一ト
l
U

二
、
城
山
県
定
公
園
整
備
事
業

（
境
、
一
日
崎
地
内
）

γL
事
質
一
、
七
山
五
千
円

刊
ハ
同
炊
皐
場
一
一
則
一
一

一
・
山ハ
C
ば

店
内
使
所

二
側
一
一
…0
・
七
ぺ
ば

工
削

じ

月
九
回

i
ペ
州
五
出

三、

上
朝
日
橋
新
設
改
良
工
事
（トト部
1
一）

（伴
、
川
崎
線
）

J
i
f

－－－

1
・
1

：
・l

ー
リ
白

二
ユJ
l

一J
Hf
ド

地
長

一一

O
米

山

口

五

米

工
別

七

月

卜

二

U
J
十

月
十
五
日

E陸軍事
会
社
を
や
め
て

家
庭
に
入
ら
れ
る
女
性

の
か
た
へ

会
計
づ
と
め
を
し
て
い
る
釘

性
の
か
た
は
一
般
的
に
会
社
の

ギ
金
（
凶
作
作
作
金
）
に
加
入
す

る
期
間
が
短
い
た
め
に
制
度
の
柱
で
あ
る

老
令
年
金
は
受
け
る
乙
と
が
で
き
な
い
と

考
え
ら
れ
て
、
二
年
以
上
の
加
人
間
聞
を

持
っ
か
た
は
、
と
か
く
脱
退
手
当
金
を
も

ら
い
が
ち
で
し
た
。

し
か
し
、
国
民
年
金
と
通
算
年
金
制
度

が
で
き
て
か
ら
は
、
女
性
に
と
っ
て
も
こ

。
電
報
電
話
局
だ
よ
り
。

ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
に
も

夜
間
劃
引
が
あ
り
ま
す

れ
ま
で
よ
り
は
る
か
に
件
近
か
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
従
庇
に
人
ら
れ
る
か
た
は
、
悦

川
地
手
当
金
を
訓
求
す
る
仰
に
も
う

一
度

’
け
分
の
年
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

・つ。川
氏
什
命
．
に
布
引
加
入
す
る
と
と
に
よ

っ
て
、
川
川
小
仁
川
ゅ
の
と
合
nwし
て
一
．1
五
年

以
ー
に
な
れ
ば
泊
れ
話
令
年
合
が
文
給
さ

れ
ま
す
。

国
民
年
金
や
通
算
年
金
制
度
に
つ
い
て

は
役
助
花
氏
加
酬
の
午
人
命
係
で
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

「保
険
料
の
納
め
す
ぎ
を
な
く
し
ま
し

よ
’
フ
」

会
社
に
勤
め
た
か
た
は
治
ん
ど
惇
生
q
d

金
に
入
り
ま
す
が
、
勤
め
た
円
か
ら
国
民

年
金
の
保
脳
科
は
納
め
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
厚
生

f
合
に
人
っ
た
あ
と

も
引
続
き
ウ

ッ
カ
リ
凶
民
年
金
の
胤
険
料

を
納
め
る
か
た
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
失
礼
へ
勤
め
厚
住
午
金
な
ど
に
人
る
と

き
は
忘
れ
ず
削
純
で
集
め
て
お
ら
れ
る
年

し
町
県
民
税
第
二
期
分
で
す
。
忘
れ

命
令
け
の
か
た
に
も
ご
辿
怖
く
だ
さ
い
υ

！

ず
こ
則
川
阻
ま
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ぁ

，，
' . 
」’

叫川
り
引
き
に
な
る
附
問

什
汁
後
ハ
川
か
・
り山
明比例
じ
川
ま
で

にj

で
す

川
り
引
き
に
な
る
と
こ
ろ
は
川
相

手
の
か
た
と
の
距
蹴
が
六
っ
か
－

u

l
－
－
ル
を
こ
え
る
局
で
す

（
明
日
川
か
ら
、
ふ
wu
h
、
小山川

市
以
辿
の
と
と
ろ
。
）

お
問
い
合
わ
せ
は

判
日
電
報
電
話
局

電
話
二
l
一
0
0・0

（
総
…
斜
で
す
）

。ナらせ

含｜税
の！務

~ i だ
は lよ
み ｜

l り

コ

「
：
：
・
労
災
保
険
、
失
業
保
険
：
j

v
i－－
B

未
加
入
の

g業
主
の
か
た
へ
！
・一

労
災
似
険
や
公
業
保
険
に
わ木
加
入
の
事

業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
基
熊
舵
何
明
、

公
共
版
業
安
定
所
と
迎
絡
の
う
え
加
入
の

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

労
災
保
険
・
・
・・・・
ι
m
m労
働
法
準
抗
相
官
署

T
E
L
魚
開
二

1
0五
七
九

失
業
保
険
・
・・
・
・
・
魚
津
公
共
職
業
安
定
所

T
E
L
魚
悌
二

l
O
三
六
五

滑
川
公
共
版
業
安
定
所

T
E
L滑
川
七
五
｜

O
三
二
凶

．、

一－

寄

付

大
阪
府
岸
和
市
在
住
の
中
山

も
里
氏
（
的
出
身
）
か
ら
広
報
。

あ
さ
ひ
hv

発
展
の

一
資
に
も
と

一
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
対
し
紙
上
を
借
り

て
厚
く
お
机
申
し
あ
げ
ま
す
。

F
D
a
a
τ
4
1
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A

ゆ
く
え
不
明
者
相
談
所
開
設
V

あ
な
た
の
刷
版
や
知
人
で
ゆ
く
え
の
わ

か
ら
な
い
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ゆ
く
え
を
さ
が
し
て
い
る
か
た
の
た
め

に
符
即日で
は
八
月
巾
相
談
所
を
泣
け
て
い

ま
す
n

…リm
山
山
で
は
昨
年
末
ま
で
に
一

C
三
体

の
身
元
の
わ
か
ら
な
い
叱
体
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

待
出
で
は
門
さ
ん
の
協
力
を
符
て
家
出

ゆ
く
え
一
小
川
の
か
た
あ
る
い
は
不
幸
な
無

紙
仏
の

μ得
り
を

φ

人
で
も
多
く
発
見
す

る
た
め
に
、
こ
の
た
び
州
議
所
を
閲
泣
い

た
し
ま
す
。
む
よ
り
の
情
話
へ
お
い
で
く

り
九
者
」
い

。

ひ

~ 

さ

律法な

人
の
似
川
に
立
つ
と
い
う

丘

と
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

J
h
J

を
似
誠
人
と
い
い
ま
す
。

巨
歩

通
市
は
他
人
か
ら
合
践
を

i
l
l
1

川
り
た
場
作
文
払
い
を
似
証

h
F

す
る
保
証
人
の
と
と
を
い
う

場
合
が
多
い
の
で
す
が
の
と
の
ほ
か
に
・
封

元
保
紙
人
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

－
佐
川
似
一
川
人
と
は
、
継
統
的
に
M
わ
れ

る
者
か
脱
主
に
対
し
て
剣
山
山
を
与
え
た
と

き
、
モ
の
銅
山川
申
化
財
附
す
る
訂
作
を
持
つ

乙
と
を
約
成
し
た
人
の
乙
と
を
い
い
ま
す

佳
作
や
裁
判
例
に
よ
り
ま
す
と
、
身
元

保
証
人
は
悦
に
入れ倒
の
断
的
金
を
白
う
わ

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
銅
山
が
、
本

人
の
世
話
ま
た
は
泊
先
に
よ
っ
て
生
じ
た

も
の
で
な
い
と
き
は
、
a

片
品
保
証
人
は
そ

の
出
任
を
向
う
必
此
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

と
え
ば
保
刈
山
に

「
い
っ
さ
い
の
加
告
を

引
き
受
け
ま
す
」
と
記
州
制
さ
れ
て
い
て
も

裁
判
所
は
、
い
っ
さ
い
の
事
的
を
考
服
し

身
元
保
証
人
と
は

あ

て
適
当
と
思
わ
れ
る
額
を
損
害
賠
償
額
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。身

元
保
証
期
間
は
特
に
期
間
を
定
め
な

か
っ
た
と
き
は
、

一胎
則
と
し
て
三
年
閣
で

終
了
し
、
保
証
契
約
の
期
閣
を
定
め
る
と

き
で
も
五
年
間
を
乙
え
る
と
と
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

い
っ
た
ん
侭
説
契
約
を
結
ん
で
も
、
本

人
が
仕
事
に
不
適
任
ま
た
は
誠
実
性
を
欠

い
て
い
る
と
と
な
ど
が
判
明
し
た
と
き
に

は
似
主
は
身
布
保
証
人
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
身
元
保
証
人
は
そ
の

よ
う
な
事
情
を
知
っ
た
と
き
は
、
身
．X
保

一川
契
約
を
解
除
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
身
元
保
証
を
位
制
さ
れ
た

と
き
は
、
本
人
の
性
質
、
行
状
、
同

m先

の
内
情
、
職
種
、
地
位
な
ど
を
十
分
た
し

か
め
た
う
え
慎
重
に
身
元
保
Adに
押
印
す

る
よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
一
言
お
う
か
．
か
い

閣

と
の
ご
ろ
家
庭
で
は
、
ゴ
ミ
や
廃
禁

物
が
抗
々
増
加
し
て
、
い
つ
も
収
集
車
が

く
る
前
に
一
ぱ
い
に
な
り
、
つ
い
に
そ
の

悪
品
に
耐
え
か
ね
て
、
惑
い
と
は
知
り
な

が
ら
こ
っ
そ
り
近
く
の
川
に
捨
て
る
者
が

少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
町
で
は
川
を
き

れ
い
に
す
る
辺
助
を
行
な
っ
て
い
る
矢
先

と
の
よ
う
な
不
幻
行
為
そ
防
止
す
る
た
め

に
も
、
ど
う
か
ゴ
ミ
集
め
の
同
数
を
、
も

っ
と
ふ
や
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

円
。

J

’h 答

現
在
町
人
U
の
五
七
%
に
当
た
る
こ

、
六
一
八
世
帯
を
週
二
川
収
却
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
い
ま
だ
凶
三
%
の

北
抑
が
山
家
処
盟
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

い
ま
の
段
階
で
は
回
数
の
増
加
よ
り
も
、

犯
問
拡
大
が
先
訣
だ
と
思
い
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
希
望
に
そ
う
よ
う
に
努
力
し
ま

す
y
o…り…

二
日

六
月
十
U
午
，
削
十
時
か
ら
役

！・
－

c
…
場
議
場
に
お
い
て
、
第
五
同
朝

一
回
』
…

日
町
議
会
の
臨
時
会
が
閲
か
れ

一－
J

…

ま
し
た
。

与一同一

議
案
第
五
十
一

号

町

の

境

…
・
：
…
界
変
更
の
件

（
基
盤
幣
備
事
業

・
議
…

に
よ
る
入
番
町
、
朝
日
町
の
境

…
｛

…
界
変
一史）

議
案
第
五
十
二
号

工
事
澗
負
契
約
の

件

（
町
道
谷
、
岩
崎
線
上
朝
U
橋
架
橋
て

事
の
請
負
契
約
の
締
結
）
の
二
議
案
が
提

復
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
泉
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
選
挙
第
一
号
黒
東
合
口
用
水
組

合
議
会
議
員
選
一

の
件
に
つ
い
て
は
、
選

挙
の
結
県
次
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し

た
。当

選
人

大
野

酒
井

岡
国

第
五
回
町
議
会
臨
時
会

亀
士
白
氏

栄
氏

耕
作
氏

清
水
野
ニ
氏

米
関
士
田

氏

、、
1
lE』
l
r
＼
ノ
＼I
ノ、
1
ノ
、1
／
＼

l
i
t－，
I

相

談

ご

と

ご

案

内

J
Il
l－
1
〆
1
〉
｛
＼／
t＼
「

＼

f
i
l
－－
、
ー

ム

行
政
相
談

日

時

毎

月

第

一
円
附
け

午
削
十
川
i
千
後
三
時

ム

人
権
法
律
相
談

H

時

毎

月

前

一二
月
雌
日

（A
，
月
は

一
一
十
三
け
で
す
。
〉

午
後

一
時
I
午
後
三
時

β

心
配
ご
と
相
談

日

時
似
週
月
附
け
（
今
月
は
二
日

九
日
、

二
十
三
日
、
三
卜
日

で
す
。

）

午
前
イ
附

t
午
後
三
時

場
所
は
い
す
れ
も
例
川
町
制
人
会
見

一
よ
～
ろ
一
こ
一
び
一
と
一

l
i－
－

1

．一州豆
υ．話

（
問
和
凶
十
六
年
七
月
十
五
日
現
在
）
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